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學藝復興S近世天文學の黎明（講話）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　荒　木　俊　馬

これば蕉綴十二月三日同志祇支部例會［：鞭てなしナこ謂演の原稿に少し補正な

加ヘナこものであるt

　諸君．試みに物理學史の云云を開き見よ．諸君は必ず，其の創設者の名に於

て，アリスbテレースを見るであらう・叉生物學史の第一頁に点て，同じく其

の名を見るであらう．生理學に於て，心理學に於て，はたまた醤學に於て，凡

そ今日自然科學ミ名の付くものであれば，吾人は必ず其の學史の晶出に於て，

彼の名を見るのである．世に言ふ，アリストテレースは實に萬學の組なりε．

蓋し至言である．然しながら，アリ入トテレースをすべての自然科學の創設者

の如く信ずる人があるならば，おそらく彼は地下に苦笑するであらうε思ふ．

勿論彼は彼の多方面の天才ミ熱烈なる研究精糖εによって，あらゆる自然現象

を観測考察しナこ事は確かである．けれさも私は彼が萬學の組たるの榮審をかち

得ナこる所以のものは，彼一人の存在の爲めミ言ふよりも，寧ろ，彼が希畷文化

特に自然科學的方面の卓越せる代表者であって，而も希臓文化の最も偉大なる

特色の一つが自然科學であっナこ事に蟹しkいのである．換言すれは，今日嚢逞i

せる自墨下界の遠源は實に希珊珊にあったのである．希臓精示申．眞にそれは自然

科學を生み出しナこ亘いなる精紳なのである．

　希膿示申話を繕けば，其の孫々の世界を支配した主力神はジュピター神である

E書いてある．ジュピターには多くの子なる紳々があったが，特に異襟なる生

誕によって一部ちジュピターの頭から突如εして一生れ出た神をミネルバ

ε言6、．彼女は其の清麗星の如き容姿にも似もやらす，實に鐵の如き冷静なる
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性質を有して居た，ミネルバの承11は學闇を司り給ふ．

　希臓精神の一つのあらはれは，其の剃f話の物語るミネルバ女紳によって代表

される．而して，自然三二の精神は正しくこのミネルバにも讐えやうか，

　然らば，自然科學の精神εは何ぞ．

　アイザヅク，ニュートンが其の感想の一端に吹の様な事を言って居るのは，

諸君の既に御存知の事であらう．日く『……私は輩に波荒ぶ二三に石や打ちあ

けられた海草の間から，綺麗な員を求め拾ふ幼な見に過ぎない．．大自然の眞

理，それは，その前に横はる洋々ナこる海洋にも響ふべきものであらう……』ε・

勿論このニューFンの感慨は或は今藪に言はむミする意味ミは異って居るであ

らう．EPち，ニュートンが言って居るのは大自然の眞理が如何に深遠である

か，そして彼ニュートンがなし託けた事が如何に微々たる事であるかを述べて

彼の科濡者ミしての非常な謙遜を述べて居るのであらうが，私は，今少し此の

解繹をかへ，其の牟面意味をεれば，自然科學者の態度なり精騨なりをよく論

明して居るものξ思ふ彼が自然研究者を無邪氣な小兇に磐えた所が特に面白

い老いたる宗歎家は唯だ，大自然の偉大さの前に恐れ驚き，脆く事のみを知

る．然しながら，無心の幼な兇は大自然に封して何等の恐怖をも感じない．そ

の求め探す貝の一片一片が洋々ナこる大洋の無限に比して如何に小なるかにも，

少しも失望落回しない．ただ自由なる求むる心に，夏なればざて炎熱を，叉冬．

なればεて吹き荒ぶ潮風の寒さを物ミもせす，唯，一心に求めるのみにはあら

ざるか・諸君，この一場の光景の美しさを何εみるぞ．正にミネルバ女神の容1

姿の清麗にも讐えむかt

　然しながら，反，幼な児の心ほ：ヨ勇猛なものは他にあるまい，1眞に幼な児は

新進四鏡なる力其の物である．何等の教僅暴力にも服する事を知らす，ただ無

垢の自由なる精神なもって眞理のみに猛進する，知らむε希へば，高貴なる玩

具をすら，たちまちにして破壌して其の内部の構造を見むEするではないか．

女神ミネルバのカは正にこれてあらう．三二神話に，攣勇無讐ε言はれたは軍

紳マルスであるが，其の軍紳マルスすら．　トロヤの職場に於て，ミネルバ女神

の投石一撃の爲めに打ちたをされたではないか．

　自然科學の精神は實に此の幼児の無邪氣にして，而も，勇猛なる精刺1にも讐．

へられる．何等の盲信にも捕へられない．自由壌渕なる研究心その物である，
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　私は此の講話に託て如何なる背景のもSに，近代天文學が生れ出でナこか．更

に一般的に言へば，近世の科學的精神が啓けて來たかを述べやうε思ふ．帥ち

中世の暗黒時代から，學藝復興期に於ける希膿精紳の復活より近世天文學の曙

光第一線を見る迄の事を説きfいε思ふ・

　高高の哲人フリードリヒ．ニーチェの熱血書Also　Sprach　Zarathustraの説教

第一一・1：『精紳の三韓化』ミ題して次の如く獅子吼して居るが，私が薙に述べん

Sする事を，眞によく表象弱化して居るε思ふ．曰く，

　　“Drei．　Verwandiungen　nenne　ich　euch　des　Geistes　：

　　wie　der　Geist　zum　Kameele　w’ird，　und　zum　L6wen　das　Kameel，

　　und　zum　Kinde　zuletzt　der　L6we．”

これは散文詩であるから醗謬するε其力を失ふかも知れぬが，大意は『眞に眞

に我爾等に告げむ．精神の三韓化ε言ふ．何をか精神の三韓化Sは言ふ曰く

はじめ精神は騎駝εなり，酪駝興じて猛獅εなる．されさ猛獅逡に化して見童

εなれば也……』ε．勿論ニーチェが言った意味は全然異るであらう．けれさ

も私はこの語を私自身の我流に髄鞘する．中世暗黒時代の蒙昧なる信心はこれ

を騎駝に耀えやう．教罐の重荷を員ふて何等の自由なく曾侶の縄に引かるSま

Sに砂漠を走った．だが學藝復興S宗教改革ミは騎駝化して獅子εなったので

ある．そうして近世の科學精紳の勃興，自由探究の建設，それは正に兇童の新

進装弾にも比すべきか，

　すN’ての自然科學の父ミして今日，人はアリストテレースの名を馴ナる事が

出來るやうに，すべての自然科學の勃興は實に三二文化の中に胚胎した．勿論

希臆時代に登達した自然科學は，今日から考へれば極めて幼稚なものであっナこ

事は言ふ迄もない事ではあるが，すべて學問の登達は一一朝一夕になるものでは

ない．高富時代に生れた科學は，それが其の儘進めば今日よりも早く今日の如

きものに迄成長しナこのであらうS考へられる．

　然しながら希臓の探究精神は決して，順調に進行しなかつtのである．往々

にして幼児の順調なる精紳獲蓬は老人の誤った老婆心の爲めに傷けられる事が

ある．希膿の新進の精紳もまfこうしt危難に遭遇した。中世の噌黒時代は師

ちこれである・
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　紀元前四年，イエズス，クリストが小亜細亜に生れた．彼の教へは非常に立

派なものである事は言ふまでもない，私は決して彼の教へ其のものを攻撃する

考へは毛頭ないこεを断って置く．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レゲンダアウラ
　其の治め，基督の教へは非常に微々たるものであった．嬰徒傳の物語の数

々を生んだ悲しくも叉美しい迫害をうけ，多くの殉卜者を出したが，かのシエ

ンキウツチのQuo　Vadisの物語にある襟な迫害のもミに一度羅馬に入り，使

徒ペテロが其の押下の礎をヴァチカンに据へて後三百年，燧に基督教は希臓哲

學を同化し羅馬の法律思想を清化して，牢固εして抜くべからざる一一大勢力

を歓洲全土に植ゑつけて仕舞つたのである．帥ち希臓の哲学は憂造せられて
スコラ

煩項哲學εなり，羅馬の法律思想は呑まれ羅馬法王寵の1単帯階級制ミなり，法

王礎の確立愈々固く，かくて一千年の中世暗黒時代は生れた．同時に希臓精紳

は滅亡したのである．

　幼児の探究精神は亡んで，唯だ天瀬の寂滅を願ふ，老人の心が欧洲全土の民

心を占領したのである．

　　　　　　　　　　　　　　　　三

　基督教に依れば，人類は神の特に恵み深き創造物にして萬物の塞長である．

故に人類の住む所，即ち我地上の世界は宇宙間に於て特種のものであらねばな

らぬ．かくて彼等は宇宙の中心である事を確信し，若しこれに封して少しでも

疑を抱き研究するが如きは神に封ずる冒贋の最も甚だしきものεせられたので

ある．換言すれば他の越中科學は勿論の事，自然半解も亦羅馬法王聴の主張す

る瀞學的聖旨を支持するに非ざれば全然赦されなかったのである．

　讐へば藪に一つの自動的な玩具が小吉に與えられたこしやう．氣鏡なる小見

は問ふ『何故に動くか」ε灰色の老人は絶封の甲骨を以て言ふ『それは神の御

心によって天使が動かすのである」ε．この無稽なる解答に：不満を抱きて，其

の玩具を分解するが如きは絶封に赦されざる所で若し老人の意に三って，中

のカラクリを見んが凹めに取り壌さむεする小兇あらんか，直ちに荒縄をもつ

て，くくられたのである．

　この歌態は邸ち中世一千年の暗黒時代の献態であった．自然に封ずる自由探

究たる希臓精紳は，この一千年の間に全然死滅に下した．何等の知識の進歩も

なかつお．この間人民に歯して赦された唯一のものは，紳學的猫断主義への盲
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從のみであっte．彼等法王磨配下の僧侶等は，世の愚夫愚婦に向って読く．

『知る事勿れ，探す事勿れ一三等乃ち天國に登らむ』ε．かくて世の多くの

善男善女はtだ神のみを讃えて，天一ヘミ入ったのである，從順なる群羊ミな

り終った，時たま，群を離れた羊があって理をあさるものがあれば，彼等は死

後地獄の火に焼かる』を待たす，容赦なく現世に於て焚き殺されたのである．

　精紳は三韓化をなすεニーチェは言ったが，中世暗黒時代の人々の学府は騎

駝であっkらう．法王廃の鞭の向く所，ナこだ忍野の美徳をのみナひえて，その

脊には教義猫断の重荷を員ひて，砂漠をひk走りに走ったのである．

　中世暗黒時代に進歩した知識一それはあの偉大なる法王グレゴリオ笹野の

三下から編み出された，地獄の艦系εその恐ろしい光景位のものであったかも

知れない．

　前に説ける如く，科學の根本基礎は，自由探究である．自由探究は又個性の

解放であらう．この爾者が中世暗黒時代に全然葬られて，雪避時代に少しく啓

．けかNつた知識は再び無智に引き戻されたのであるが，然しながら入租はすで

爆其の始め，エデンの園に於て禁断の木の果を食つ彊，禁断の實は知識の果で

．ある．或はそれは入呼野膿の大いなる不幸であったかも知れない・然し禁断の

果の甘味は一度盒つtものΣ決して忘るN事の出來ぬものである．凡そ人類に

原罪σ）血が流れてみる蘭引類は帯封に禁断の果なしには生きて居れないものε

見える．

　一町年の暗黒、寺男の後に，希臓楽弓の復興が叫ばれ，自由探究，個性の解放

の炬火が燃え出でナこのも決して偶然ではあるまい．第十三世紀，第十四世紀に

生れ出でナこ學藝復興野火は實に暗黒の夜に閃めく曙光の第一線にも讐ふべきも

のであらう．即ち騎駝攣じて獅子εなったのである．

　學藝復興ミは原語でRenaissanceミ言ふ．『ル』は『再び』の意で「ネツサン

ス』は「生誕』の義である．即ち希臓の學藝が再び生れ出でたε言ふ意味なの

である．

　　　　　　　　　　　　　　　　四

　諸君，私は藪に少しく話頭を韓じゃう．諸君は既に，西洋三千年の歴史を通

覧したであらう．私は今中世一千年の歴史をこXに物語る必要はないS思ふ，

　亜歴山大王の偉業を始め，羅馬民族の勃興，ユリウス，ケーザルの覇業に繊
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いで羅馬帝政の隆盛，東西爾羅馬二三の分離やビザンチン文化．叉隊洲民族

の移動，北方ダルマ・：の勃興ε西羅馬二二の滅亡や，さてはフランク王國の興

亡や，神聖紹馬帝國の建設や，更に眼を淫すれば東南バルカンの彼方より，サ

ラセンの出現や，土耳古民族の奮起，そうしナこ榮枯盛嚢與亡三三の中世一千年

の歴史は恰も走馬燈の如く韓じはナこ遷った．その間地獄ミ天國Sの塞の世界を

支配した羅馬法王聴の勢力愈々固く，歓洲全土の民心一に法王の杖の動くが1藷

に左右しナこのであっ九而してその宗教的勢力の最も張く吹き靡いナこ時を私は

紀元一千九1五年の十字軍帥の宣言の時に劃しナこい．

　當時歓洲各國の熱心なる信者達は（すべての人民が熱心な信者ε言って差支

ないが）一度聖地イエサレムに参拝するを一生の願εした．各地を巡禮しなが

ら聖地参拝をなすもの甚だ多かったのであるが，土耳古民族の勃興ε共にパレ

スチナが占領せられた混め彼等巡禮は非常な迫害を受けたのである．當時の法

王ウルバノニ世はこれを遺憾εして貴族及僧侶をクレルモンに會して，聖地回

復の二二を起すべき事を宣した．歓二言國の諸侯は交々兵を起して，十字の旗

を蘇しつ・パレスチナヘパレスチナへε向つナこのである、第一回十字軍は一・〇

九六年佛蘭西の侯伯武士によりて起され，爾來二百年七回の十字軍の畢を見た

のである．然し十字軍は殆んさ否全く不成功に終つt’．・’“言ってよく，山徒らに

民力を疲嶋せしめたに過ぎなかった．十字軍の終皓は一二九一ギアルコンの浸

落によって基督教徒が全く亜細亜の根回地を失ひナこるに在る．

　十字軍は全く失敗に終っナこ．徒らに武士も人民も疲臆するに過ぎなかったの

であるが，私は此の十字軍が實に近世文化の導火線εも考ふべきものであるε

思ふ0）である．

　希臓の文化は，希望の滅亡後，その精神を何回に潜めて居iか．事實其の精

沸は三三全土に影を失ったのであるが，回歴山大王が征服した國々に煙り，サ

ラセンの勃興ε共に回教徒の間に残った．彼のアラビヤン，ナイトの物語を生

んだ，ハルン，アル，ラシツドの治政は其の黄金時代であった．更に土耳古民

族の隆起にあたっては彼等の間に残って居ナこのである．諸君は「代数學」の事

を原語にてアルグブラε言ふ事を御存知であらうが，この語はもεアラビヤ語

であり，而して事實代撒學はアラビヤに於て起り進んだものである，

　羅馬並に隊洲全土が当事宗教のみに拘束せられ，入智愈々蒙昧なりし間に希
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臓の自然科學的精示中はこれ等東方民族によって僅かに縫承せられてるたのであ

るが，一度十字軍の遠征起るや，彼等が東方二二に接鰯した結果，暗黒の中に

閃き出でナこ曙光の第一線は藪に漸く現れたのである．十字軍は羅馬法王構の極

盛ε人民の宗教心の最：強εの結果Eして生れたのであるが，其の結果は却っ

て，法王棲央墜ミ民心の自壁ミの兆を齎しナこのである．

　詰れ即ち學藝復興の肚畢であった．學藝復興は先び基督教の束縛をはなれて

論旨古學の自由研究よりはじまつナこ．

　世界人（1’uomo　universale）ダンテ・アリギエリ（Dante　Alighieri｝は其の最：

大の葺火である，彼の出現は實に近世文化の誕生であるが，私は叉同時に近世

科學精神の胚胎であるε考へたい．何ミなれば，希臓の自由探究の精神を現代

に呼び醒しナこもの，實に神曲（Divina　Comedia）の作＝者，詩聖ダンテ・アリギ

ェリであるからである．

　私は以下自然科學全般に渡るをさけて特に近世天文學の黎明に就いて述べた

い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　五

　前にも述べナこ如く，中世紀に於ける宇宙観は言ふ迄もなく人間中心主義で

あった．この地球が宇宙の中心であるε言ふ考へ，否もつε適切に言へば，地

球が宇宙の中心であらねばならぬミか，或はあるべきであるE言ふ考へは，決

して疑ふべからざる信條であって，郎ち神の定めた理法であっt．天室上を去

心する遊星の同行が如何に複維であっても，地球が宇宙の中心であるこ言ふ事

は疑ふべからざるものであった．トレミー（Pto】emy）の考へ出しナこあの複難な

幾何學的天高点行論は一千年の中世暗黒時代を通じての根本思想であった．そ

れは正に，古へに聖者の垂れ給ふた聖訓の如くであっナこのである．一一千年の間

何故にこのトレミーの説を覆す新読が生れなかつナこか．『今少し簡輩な合理的

考へ方がないであらうか』ざ誰一人考へなかったε言ふ事は寧ろ奇蹟こ言って

もよい位のものである．然しながら『地球が宇宙の中心である可き』ミ要求せ

られた基督教の先入概念は實際，トレミーの説をS一・うしても覆す事が出來ない

迄に深刻なものであっナこに違いない．

　所詮，トレミーの地球中心読が破れる爲には，先づ，自由探究の精神が豊醒．

せねばならなかったのである．
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　故にダンテ，アル親睨リが牽ゆる學藝復興が，始め，箪に希臓古典の復興で

あっ弛にしても，其の自由探究の輪郭の豊醒ミ言ふ貼に於て，確かに近世科學

一せまくは近世天文學一の襲展の導火線ε考へるのは決して無意味ではあ

るまい．何ざなれば希騰精神は郎ち自由探究の精神であるからである．

　　　　　　のろし
　學藝復興の峰火によって自由探究の精神一度箆醒するや，十字軍遠征による

亜刺比亜の自然科學の輸入ε岬町って，器械類又は藥品類の嚢見盛に行はるΣ

に至った．例へば當時『魔術博士』（Doctor　Mirabilis）鎌卓子された図入ロージ

ヤ，ベーコンは串刺比亜砂肝就中理化學に於ける魁町の泰斗で，望遠鏡を螢明

し，叉火曜を創製して．叉印刷術の登明もこれε前後しナこのであるが，十五世

．紀の中葉掲逸マインッの人グーテンベルヒなる者，金属の活字を作るに及びて

容易に多撒の印本を供給するの途開け，爲めに知識の傳播普及に大影響を來

し，隊洲全土に新知識の波濤漸くみなぎり，近世文化は薙に生れたのである．

コロムブスの亜米利加大陸の登園も叉此頃に属する．（一四九二）

六

　この酒々たる科學精神の勃興がさうして天文島上に影響せすに居やう．波

蘭土の一元侶コペルニクス（Copernicus）が心血を注いだ一書“De　R　evolutio－

ibus　Orbium　Coelestium”を公にして，トレミーの天動説に封ずる第一の反

逆を企てナこのは實に一千五百三十年であった．コペルニクスの地動説郭ちこれ

である．コペルニクスの地動説は地球が宇宙の中心に非る黒占に於て．法王聴の

紳學に矛盾しナこのであるが，然しコペルニクスは遍鄙なる波蘭土の地に居住し

て居た事，叉その黒蝿が非常に圓曲に言ひ廻はされてあった事，又彼が羅馬法

王配下の僧侶であって，特に一本をミつて法王の玉座下に献納した等の望め

に，彼は法王鷹の替を蒙らなかつナこ．

　かくてコペルニクスは一千五百四十三年に死しナこが，彼の読を縄曝し大成し

・た偉人はガリレオ・ガリラィ（Galileo　Galilei）であった．ガリレオはコペルニ

クスの死後二十年にして生れた．撒唖者であり，物理學者であり，天文癖者で

あっナこ．近世物理學．近世天文學の創設者ε言っても過言はあるまい。地球の

．重力を始めて測定したのは誰であるか，帯鋼の重さを始めて測つナこものは誰で

あっtか．振子を作って時計に慮縛しteもの，望遽鏡を天盟観測に慮即して土

星の環を始めて観測したもの、これ等は皆ガリレオ其人であった．此の外彼の

事蹟は實に枚睾に逞あらすである．彼の名聲は當時の東西に轟き渡った，パヅ

アに於ける彼の講義は全歓洲の青生學生の崇拝の的ミなり，笈を員ふて彼の門

下に遊ぶもの嶽を知らす．

　然し彼の新説主張は逡に羅馬法王の意に鰯れた，そして彼は異端者εして’

千六百三十一年法王の宗教裁制に引き出されナこのである．時にガリレオは六十
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九歳の高齢．白髪白髭の老學者は法王から，其の學読の取浦を冒せられナこ。若

しかリレオにして，其の説を固持せんか，彼は生きながらにして焚き殺されね

ばならなかったのである．

　　“That　the　sun　should　be　at　the　centre　of　the　world　and　relatively

　immovable　is　an　absurd　and　false　proposition　in　philosophy，　and　actually

　heretical，　because　it　is　expressly　contrary　to　the　Holy　．q，cripture．”

この地動説の取漕宣言は，今日から考～て何ε奇怪なる論理ではないか．「太．

陽が世界の中心であり，且つ相隠州に動かすε言ふが如きは，哲學に於ては矛．

盾誤謬せる命題にして，實際的には，異端なり．何εなれば，そは明らかに聖

典tll抵話すればなり』E．軍に羅馬法王廃の教義に抵燭するの故を以て，老ガ

リレオは其の一生に甘雨せる眞理を取消さねばならなかったのである．だが，

此の頭臆明晰奇智縦横老練なる自由探究家の皮肉なる取消宣言が，果して取り

漕しになってみるかさうか．『ミは言ふものN眞理はやはり眞理である』ミ言

ふ反語が，曹こかに微笑をもつて隠iれてるないであらうか．産立硬骨の老學者

の此の文句の深い意味は自由探究家達の心に以心高心不立文字，却って，聖典

の猫舌を破る反語εして響かなかったであらうか．

　一方自由探究の精碑は一千五百十七年，マルチン・ルチルが大獅子吼，宗教

的改革の大古獲ミ共に燃え出で，炎々εして，ウイクトル・ユーゴーの所謂『野

火の林を掃ふが如く』欧洲全土を燃え狂ふナこ．ニーチェの所謂精紳の三韓化．

猛獅の進む所，叉如何こもする能はす，羅馬法王模は爲めに憎々失墜しナこ。ガ

リVオは唯羅馬法王直接の領土伊太利亜に佳しナこが爲めに，前に蓮ベナこ様な虫

害を受けたのである．

　ガリレオは一千六百四十二年に死しナこ．而して此の年は叉アィザヅク・ニュ

ートンの生れナこ年であっナこ．ガリレオ死してニュートン生る．霞岳に何等かの

旧態的な暗示すらあるかに想へるではないか．

　近世天文學の黎明第一線を私はこの紀元一千六百四十二年にεりたい．コペ

ルニクス，ガリレオは實に天文學史上の獅子であった．それはトレミーの天

回読からの反逆である，ガリレオよりニュートンへの韓語は，獅子より兜童

への縣化である．何εなれば，ニュ・一bンは近世天文學の建設者であるから

である．而もニュートンはニーチェが所謂児童であった．ニーチェが所謂超人

（Uebermensch）であった．ニュートンに比すればテヒヨウもクプレルも，唯超

人ニユ・・一5ンの二つる爲めの準備者にすぎなかったのである．

　然しガリレオからニューbンに至る間の天文學史，それは他日物語る事にし

よう．私は以上唯如何なる背景のも言に中世一千年の暗黒時代から近世天文學

の黎明第一線が現れ出でkかを述べたにすぎないのである，（終）


